
令和８年度 福岡県認知症医療センター認知症啓発研修会

第３回一般市民＆専門職向け研修会
「人口減少の中で増えていく認知症～わたしたちができること～」

参 加 無 料
事前申込制

主 催：飯塚記念病院 福岡県認知症医療センター
後 援：飯塚医師会、福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所、飯塚市、嘉麻市、桂川町、飯塚市社会福祉協議会、嘉麻市社会福祉協議会、

 桂川町社会福祉協議会

恩藏絢子さん
（おんぞうあやこ)

※進行上、研修会の
内容の変更や時間が
前後する可能性があります。

１４:００〜１５：３０ 基 調 講 演

演題：「脳科学からみた、

認知症のお話～なぜ、認知
症の人は家に帰りたがるのか
～」

講師：恩藏 絢子氏
（東京大学大学院 総合文化研究科 特任研究員）

１５：３０〜１５：４０  休           憩

１５：４０～１６：００ 質疑応答、意見交換

日時

202７年２月１３日土曜日
１４：０0～１６：００（受付１３：３０）

【プロフィール】
1979年、神奈川県生まれ。脳科学者。専門は自意識と感情。
2007年、東京工業大学大学院総合理工学研究科知能システム科学専攻後期博士課程修了(学術博士)。
2025年現在、東京大学大学院総合文化研究科特任研究員。金城学院大学、早稲田大学、日本女子大学非常勤講師。
著書に『脳科学者の母が、認知症になる』（河出書房新社）、共著に『なぜ、認知症の人は家に帰りたがるのか』（永島徹氏との
共著、中央法規出版）、『化粧する脳』（茂木健一郎との共著、集英社）、訳書に『ドーパミン中毒』（新潮社）、『生きがい』（新潮
社）、『顔の科学』（PHP研究所）などがある。
同居する母親が、２０１５年にアルツハイマー型認知症と診断され、以来娘として生活の中で表れる認知症の症状に向き合っ
てきた。一方で母親を脳科学者として客観的に分析することで、医者/患者、科学者/被験者という立場で研究するのとは違っ
た認知症の理解を持つにいたり、情報を発信している。２０２３年１月には母親との家での時間に密着したドキュメンタリー、NHK
スペシャル『認知症の母と脳科学者の私』が放映された。現在は、重度認知症のある人の豊かな感情と高齢者の創造性に強く
関心を持つ。

会
場

のがみプレジデントホテル
４階 王朝・大和の間

〒820-0004 飯塚市新立岩12番37号 電話番号：（0948）２２-３８４０

※ 対 面 と
（ １ ０ ０ 名 ） Z O O M に よ る

オ ン ラ イ ン 形 式
（ ５ ０ ０ 名 ） で の ハ イ ブ リ ッ ト 開 催 。

参加申し込み
のQRコード
です↑



令和８年度 第３回一般市民＆専門職向け啓発研修会

申込書【担当：江頭宛】

ＦＡＸ 0948-28-8109
（送信表不要）

申込 締切 ２０２７年２月６日（土）
参 加 費  無 料 ※メールアドレスの記載を必ずお願いいたします。

定 員 ５００名（先着順） ※マスクの着用をお願いいたします。

【問い合わせ】福岡県認知症医療センター

飯塚記念病院 精神保健福祉士 江頭（えがしら）

電 話： 0948-22-2316 FAX： 0948-28-8109

御施設名  ：
所属がない場合は、無記入で結構です。

連絡先電話   ：                         FAX ：
メールアドレス［必須］：

※参加費は無料ですが、定員【対面】が１００名に達した時点で参加をお断り
する場合があります。いただいた個人情報は、参加をお断りする際
の連絡用に使用致しますが、他 の用途で利用することはありません。

※新型コロナウィルスの感染拡大の状況によっては、
本研修会の中止もありえますので、ご了承くださいませ。

参加者名（さんかしゃしめい）
(ふりがなを参加者名の上に記載

してください)

 ※ファックスの受信が出来ているかどうか、
担当者からの電話連絡を希望する。

□

希望する場合は、□に を記載してくださ
い。

担当者より電話連絡させていただきます。

職種

対面、
ZOOMでの
参加は

どらちを希望
しますか？
対面かZOOM
と記載して
ください。

備 考

参加申し込みの
QRコードです→
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